
「自分の腕を信頼して毎日何度か危険を冒し、少々シンドクて、孤独で、�

いつも野の風と光の中で生き、絶えず少年のように胸をときめかせ、海賊のように自由」。�

川旅の魅力をこう語るカヌーイスト・野田知佑さんに、川について聞いた。�

のだ・ともすけ�

カヌー旅行者、エッセイスト。昭和13年熊本県生まれ。早稲田大学文学部英文

学科在学中、ボート部で活躍。卒業後ヨーロッパを放浪。帰国後、高校の英語

教師、旅行雑誌の記者を経て、エッセイストに。かたわら、カヌーによる川旅に打

ち込む。これまでに日本の一、二級河川約200を漕破。さらに北米、ニュージー

ランド、ヨーロッパにまで広げている。著書に「日本の川を旅する」「魚眼漫遊大

雑記」「のんびり行こうぜ」「北極海へ」「少年記」などがある。昭和57年、第9回

日本ノンフィクション賞新人賞受賞、平成9年度毎日スポーツ人賞文化賞受賞。�
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21世紀のキーワードは「自然との共生」。私たち

は、もっと自分たちの住処・地球について理解を

深める必要があるでしょう。今年のFINDでは、

肌で地球を感じ「大地の女神」と語らう人々に

話を聞き、地球について考えるヒントとしていきます。�

川を怖がるようになった日本人�

川をこれ以上悪くしてはいけない�

�

�

�

　世界各地の川をカヌーで漕破するカヌーイスト、野田知佑さん。流れに

身をゆだねてのんびりと川を下り、ときには潜って魚を追いかけ、夕暮れ近

くなれば河原にテントを張ってキャンプする。風のように世界を飛び回る野

田さんは、川遊びの達人である。�

　「学生時代は競技カヌーをやったこともありますが、これがちっとも面白く

ない。何しろ流れのない湖の上を力の限り漕いで速さを競うだけですから、

娯楽性なんてゼロです。ところが20代半ばにドイツに行ったとき、偶然、カヌー

で川旅している家族を見たのです。こんな楽しみ方があったのかと驚くと同

時に、まさに自分のやりたいことを見つけたという感じで、うれしくなりました」�

　子供の頃から野田さんの遊び場は川だった。九州の菊池川の近くに育

った野田さんは、一年中、川で遊んでいた。�

　「季節によって遊び方はさまざまです。九州の川は水温が高いから、澄

んだ川ならどこでも潜れます。その頃は、まだ水中メガネなんてなかったけ

ど、水は透き通っていて、川底には雲母がキラキラ輝き、カマツカやドンコが

泳いでいるのが見えました。釣りをしたり、魚をとる罠をしかけたり、楽しみ

は尽きませんでした」�

　こうした少年時代の遊びを、すべてカヌーにもちこんだ。�

　「ひたすら漕いでいるだけじゃ、面白くない。釣り、泳ぎ、潜り、そんなこと

をしながら川旅するのはすばらしいですよ」�

　川旅はとても自由な冒険である。私たちは日常、何気なく道路を歩くとき

何百という規則に縛られているが、川にはそれが一切ない。�

　「初めて川旅に連れていくと、みんなとてつもない自由さに驚き、感動し

ます。どこに行ってもいいし、どこにも行かなくてもいい。こんな解放感は日常

生活では味わうことができないでしょう。こうしたいと思ったことを、何にも遠

慮することなくやっていける。川旅ではいつも自分が主人公なのです」�

　野田さんはカヌーをほとんど漕がない。基本的には漂っている。

漕ぐのは急流の危ないところだけだという。�

　「川の音や早さに同化して、自分が水と一体化してしまう。それで

も風景は、かなりのスピードで流れていきます。僕はビールを片手に

美しい風景に囲まれて漂っていく。実に気持ちいいですよ」�

　とくに日本の川は、世界の川に比べても周囲の風景がすばらしい。�

　「これほど風景が繊細な国はないでしょう。外国の川を下っている

と、何か月も風景が変わらないところがあります。ところが日本では周

りに生えている木々の様子も日一日と変わっていくし、数キロ違った

だけで別の自然がある。それに、川の周りには必ず人が住んでいま

す。川に暮らす人たちと会って話しをし、友達になって、ときには食

事に招待されたり、お風呂に入れてもらうこともあります。たくさんの

友だちをつくりながら、川を下っていく。これも川旅の醍醐味でしょう」�

�
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　30年ほど前、野田さんがツーリング・カヌーという「遊び」を日本に

紹介し始めた頃、日本におけるカヌーの認知度はゼロに近かった。

野田さんが川旅の間に出会った人の中には、なぜ川下りをしている

のか理解できない人が少なくなかった。「遊び」と言うと分かってもら

えないのだが、「学術調査をしている」「荷物を運んでいる」と言うと

納得してもらえた。世の中の役に立つことか、儲かることでないと理

解されなかったのである。�

　しかし、野田さんがカヌー遊びの面白さを広めてくれたおかげで、

今ではカヌー愛好家が増えてきた。ちょっとした川には、休日になると色

とりどりのカヌーに乗った「遊び人」たちが繰り出すまでになっている。�

　こうした状況から考えると、日本人は川との付き合いがうまくなって

きたようにも思えるが、野田さんの意見は反対だ。�

　「日本中の人が川や水に対して子供みたいに怖がるようになって

しまいました。大人はやたら『危険だ』と言って、子供たちを自然から

遠ざけてしまう。海もダメ、川もダメ、とにかく水面はダメ、柵をしなきゃ

ダメという発想です。そのため人は、水の自然に対してまったくの無

力になってしまった。僕たちが小さい頃は、台風が来ると、みんな喜

んで遊びに行ったものです。増水した流れの早い川は、ジェットコー

スターに乗っているみたいで、面白いんですよ。今の大人たちが聞

いたら、そんな危ないことを…と真っ青になるでしょうね」�

�

�

　野田さんは、最近、再び日本の川を下っている。しかし、川に行け

ば行くほど、怒りはつのり、絶望的にさえなるという。�

　「醜いもの、汚いものには目をつむり、美しいものだけを見るように

して、楽しい、楽しいと暗示をかけないと楽しめなくなりました。美し

かった川が死んでいく様子を目にするのはつらいことです」�

　日本の川、そして川をとりまく状況は悪くなるばかりだ。源流部や

流域の森林を伐採し、川に流れる水は減っている。日本に川と呼べ

る水の流れは約3万本あるが、昔より水量が増えた、昔より水がきれ

いになったという川は、ほとんどない。�

　「国が先頭に立って川をめちゃくちゃにしているのです。長良川

河口堰や現在計画中の吉野川河口堰など、加速度的に公共事業

が増えている。今、日本の川でいちばん多い生物はブルトーザーな

のではないかと思うくらいですよ」�

　川はダムや堰によって寸断され、魚の宝庫だった淵は埋められ、

自然の川岸はコンクリートで覆い尽くされる。今後もその傾向はいっ

そう強まるだろう。�

　それでも野田さんのエッセイによって川遊びの楽しさを知る人が

増えるにつれ、それまで少数の先鋭的な動きでしかなかった自然保

護運動が、大衆の支持を集めるようになってきた。ここ1～2年でダム

計画が中止に追い込まれることもあった。�

　「これからも、いい市民運動を広げたい。イギリスは、人口は5000

万人と日本の半分ですが、自然保護団体に約400万人の会員がい

ます。日本では、日本自然保護協会の会員が2万人足らず。まだまだ

自然保護に対する理解が乏しいと言えるでしょう」�

　現在、さかんに「自然との共生」が言われている。私たちは自然と

の共生とは何かを考えると同時に、それを一時のブームで終わらせ

てはならない。それには、まず川に足を運び、水とふれあい、戯れ、川

の持つすばらしさを肌で感じなくてはならいのではないか。�
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川を漂い、旅するという快楽�
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アラスカ　ノアタック川にて。愛犬ガクと（1995年）。

ニュージーランド　ランギティキ川を悠々と下る野田さん（1995年）。
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